
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

２月といえば、豆をまいて鬼を追い払う節分の行事があります。 

節分は季節を分ける日という意味で、立春・立夏・立秋・立冬の前日のことを指します。

年に４回ありますが、昔の人は立春を１年の始まりと考えていたため、その前日の節分が

特別な行事として現代に伝わっています。 

 季節の変わり目は体調を崩しやすくなる人も多いと思いますが、昔の人は、これを「鬼

（邪気）」の仕業と考えていました。災いや疫病をもたらす鬼を追い払い、幸福を招くため

の風習が「鬼は外、福は内」のかけ声で行われる豆まきです。豆が使われるのは、「魔滅

（鬼をほろぼす）」につながるという説や、いった大豆が「豆をいる＝魔目（鬼の目）を射

る」につながるなどの説があります。豆まきの後には、自分の年齢の数、または年齢＋１個  

の豆を食べて健康を願う風習もあります。豆まきには大豆のほか、落花生を使う地域も 

あります。 

 

寒さが厳しいこの時期には、温かい料理がうれしいですね。２月の給食には、だいこん・

みずな・はくさい・こまつな・ほうれんそうなど、季節の野菜を使った温かい汁物を多く

とり入れています。また、節分献立として「「いいわわししののかかばば焼焼・・節節分分豆豆」」が登場します。 
（特別支援学校は「いわしのかんろに」に変更） 

今今月月のの目目標標  ：：  楽楽ししいい給給食食のの時時間間をを工工夫夫ししよようう 

※ 食材の産地情報、放射性物質検査報告、市内産野菜の使用等について 
印刷業者さんが記入するスペースです。 
枠の有無は、見やすいように業者さんに決めてもらいます。 

学学校校給給食食・・ 食食育育だだよよりり   
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大豆は体をつくるたんぱく質を多くふくむことから「「畑畑のの肉肉」」と言われています。料理に

使われるほか、色々な食品に加工され、わたしたちの食卓に欠かせない食べ物です。 

◆神戸市内産米使用

◆ BE K OBE 農産物（ こう べ旬菜） 使用予定

　 キャベツ・ 水菜・ こまつな・ チンゲンサイ・

　 ほう れんそう

◆神戸市産野菜使用予定

　 にんじ ん・ 白ねぎ

★食材の産地情報等を 掲載 ★ 給食の魅力を発信中！

フ ォ ロ ーし てね！

神戸市学校給食会 検索


